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要         旨 

本論文は、在日ウガンダ大使であるAKECH=OKULLO氏が、自分自身のウ

ガンダでの教育・行政の経験と日本での大使としての経験と問題意識か

ら、駐日女性大使のパフォーマンス（実践）について、アンケートとイ

ンタビュー調査にもとづき分析し、提言を行うものである。 

第１章では、アフリカやアジアにおけるジェンダー不平等の現況と問

題点を概観し、第２章では、出身国のウガンダにおいて、ジェンダー差

別についての意識の違いが行政職（管理職）のパフォーマンスや昇進に

関係していることを示す。外交官という職業では、世界全体でも女性の

占める割合は 15％程度であり、地域・国によって大きな差があり、女性

の大使に対する差別的な言行があることを指摘する。第３章では、駐日

女性大使15名のアンケート（およびインタビュー）調査の結果を分析す

る。半数以上の大使が、職務においてその役割を認知・支援されている

と回答する一方で、70％近くが女性差別を感じており、外交官の同僚か

ら不快な対応をうけたことがあると回答している。これらの業務環境に

は、それぞれの国の（日本を含め）社会・文化的コンテクストが関係し

ているとの回答が 60％であった。これらの困難があるにもかかわらず、

3／4 以上の大使が交渉によって困難を克服・改善できていると回答す

る。これらの調査結果から、駐日女性大使は、ジェンダー差別を感じな

がらも、それを克服する努力を続けており、他方では、日本の社会文化

（謙譲・秩序の尊重）が業務の遂行に寄与する側面があるとする。 

最後に、本国政府などが女性外交官のエンパワーメント（スキルおよ

び総合的能力）を涵養するサポートすべきこと、赴任先の社会文化につ

いての知識をえることによりコミュニケーション（交渉）力を高めるこ

とが、女性大使の活動の強化につながると提言している。 
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